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保育におけるスキルと学びの再定義
経験主義から問いの文化へ

秋田喜代美（学習院大学）
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本日のトピックス

1．はじめに

2．評価と育成をめぐる問い

3．問いと語り合いの文化を育む

4．チームとして育ちあう文化を創る

5．まとめ
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1．はじめに

（１）園長に求められる視座

これからの時代に求められること 子どもを育む

ミドル、若手の人を育てる

１ 変化する社会の中での、ビジョン、ミッション、パッション

２ 分散化されたリーダーシップで協働的専門家集団をつくる

３ 情動知性（EQ）にもとづくリーダーシップ

４ 組織イノベーションを駆動する変革主体

５ 園外と園内をつなぐインターフェースとしての管理職



学びのエコシステム
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保育のリーダーシップ × 分散型リーダーシップ

• 一人ひとりが学び手であり

• 一人ひとりがリーダーでありフォロワーである

園長の
保育

リーダーシップ

園長や主任の
マネジメント・
リーダーシップ

園全体でビジョンや価値を共有し

対等に学び合う柔軟で応答的な関係のもとで

新しいことに挑戦したり変化したりしていく

学び手の集合体としての園組織

ミドルリーダーの
リーダーシップ
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管理職,教師
専門家，親，子ども

図1 リーダーシップ実践の構成要素

Spillane (2015)を筆者が翻訳及び一部加工し作成（有井 2021）

ツール, ルール,

構造, ルーティン

状況

管理職,教師
専門家，親，子ども

リーダー フォロワー

明示的側面
遂行的側面

学び続ける組織 リーダーシップの在り方
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園長は保育士の主体性を育む園の
雰囲気づくりがカギ
主任、ミドルリーダーを育む
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(2) 保育者の専門性と学びのリーダーシップとは

保育者の専門性：自己理解、こども理解、知識、スキルにもとづく
専門的な判断ができること
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２．評価と育成をめぐる問い

次のかっこの中には何がはいるでしょうか？

人々に学び、

人々と一緒に計画し、

人々が持っているもので始め、

人々が知っていることの上に築きなさい。

リーダーが真に優れていれば、

終わってみると 人々は口々にこういう

「 」と。 老子のことば
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学びのリーダーシップのための評価のまなざし

学びのリーダーシップとは

「学ぶ」ことは参加し学びあうこと、知識やスキルを身に着けるという個人内だけでは
なく、学びあうコミュニテイに園がなり、その場に参加すること。

できる、できないではなく、皆の良さ、強みを生かす
ベテランの良さ、若手のよさを生かす
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安心と挑戦の循環は、大人だって同じ
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３. 問いと語り合いの文化を育む

学び続ける保育者・園＝探究ができる園

探究的学びとして問を持つこと

「問をもった部族は生き残ったが、

答えを持った部族は滅びた」

アメリカ インデイアンのことわざ

安宅（２０２３）

創造的な保育者には2つのポケットが必要（レラ・ガンデイーニ、２００６）

確かな知識を入れるポケット 不確かさを問い続けるポケット
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ワクワクの相似形 気づきを軸にする
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なぜ今 挑戦や探究？ 子ども

● 探究を問うことは、人が人として遊び学び

育つ道筋を問うことにつながる

● 感性と気づき、ワクワクから始まる主体的

行為としての探究 AIにはできないこと
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なぜ今探究？ 保育者

● 一人ひとりのこどもの主体性、そこで何を感じ、心が動き、

気づき、どのように関わり、関係性がうまれていくかを問う

プロセス

● 子ども理解 共主体（Co-Agencyの過程）

● 集団的主体性（Collective Agency）

子どもの思いや願いをかなえるだけではなく、

● さらに高めたり、深めたりして、一人ひとりの子どもの輝き

を保障していきたい。



研修の質が
問われている
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12名へのイン
タビューから
見る共通性

①良さの発見とリスペクト

②状況に応じて共に歩む、協働対
話力

③研修での学びのサイクルをデザ
インする

④研修観の共有と対話を繋ぎ、深
め、問い返す働き

⑤準備と次の研修へとつなげる見
通し

⑥園外の学びやネットワークにつ
なげ、風通しを良くする
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おもしろくなるための２つの軸
事例集1：園内研修の事例から
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楽しく・おもしろくなる工夫
 さらに楽しく、おもしろくする工夫 

参加と対話 

若手に発言の機会を与える 

園長も若手も常勤・非常勤を問わず一緒に対話 

若手から発言する 

1 人が長く話しすぎない 

新任や異動者が話しやすいよう話し言葉だけでは

なく文字でのコメントも大事にする 

・ 

小グループ 

小グループ活動のあと全体で共有する 

同じテーブルを囲み、座る場所は回によって

変更 

各グループの話が対話中もなんとなく聞こえ

てくるける距離  

職員室ではなく環境も語れる保育室で 

時には経験年数毎のグループにする 

 

対話の場や空間 

対話のルール 

副園長が司会 

発言を否定されない 

話が脱線しても良い 

質問やコメントには、必ず具体例や改善策をつけて話す 

相槌やうなずきを大切に  

会話ルールのあいうえお「ああ、いいね、うんうん、えーっつ、

おおー」 

・ 

さらに楽しく、おもしろくする工夫 

時間や回数 

無理なく参加できるよう研修を録画 

時間は 2 時間（ほぼ厳守） 

保育時間終了後 30 分から開始 

時間の延長は原則無し 

シフトの人は順に抜けてもよいことで

保育と研修のめりはりを 

夜の研修は園で手当てを別途出す 

同僚間の役割 

ミ ドルリーダーがグループ司会 

研究主任がミ ドルリーダーの立場で司会 

研修係が準備・司会進行を担当 

聴く姿勢を共有 

リーダーの役割 

準備であり本番は発表者に任せる 

園長も保育者と一緒に語り合う  

むしろリーダーシップを発揮しない 

年間のまとめを論文化へ指導 

園長は職員の語り合いに対して批判

や評価はしない 

リーダーとして学んだことのポイント

は最後に発表 

時間や進行の工夫 

全員が進行表を共有 

研究主任が冒頭で研修の流れを説明し全員で確認 

園長の決めたタイムスケジュールを、教諭たちと話して変更 

園長はほとんどタイムキーパーに徹する 

場の設定の工夫 

安心感のある雰囲気 

スクリーンを使用 

壁にドキュメンテーション

などを張って振り返り  

多様な参加者と情報交換 

看護師や調理員など多職種の人が参加 

外部講師を定期的に呼ぶことで振り返る 

参加できなかった人に対してメールなどの共有でき

るツールを活用して周知する 
ブルーは参加のための方法の工夫です。 
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①参加のための工夫
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 さらに楽しく、おもしろくする工夫 

参加と対話 

若手に発言の機会を与える 

園長も若手も常勤・非常勤を問わず一緒に対話 

若手から発言する 

1 人が長く話しすぎない 

新任や異動者が話しやすいよう話し言葉だけでは

なく文字でのコメントも大事にする 

・ 

小グループ 

小グループ活動のあと全体で共有する 

同じテーブルを囲み、座る場所は回によって

変更 

各グループの話が対話中もなんとなく聞こえ

てくるける距離  

職員室ではなく環境も語れる保育室で 

時には経験年数毎のグループにする 

 

対話の場や空間 

対話のルール 

副園長が司会 

発言を否定されない 

話が脱線しても良い 

質問やコメントには、必ず具体例や改善策をつけて話す 

相槌やうなずきを大切に  

会話ルールのあいうえお「ああ、いいね、うんうん、えーっつ、

おおー」 

・ 

さらに楽しく、おもしろくする工夫 

時間や回数 

無理なく参加できるよう研修を録画 

時間は 2 時間（ほぼ厳守） 

保育時間終了後 30 分から開始 

時間の延長は原則無し 

シフトの人は順に抜けてもよいことで

保育と研修のめりはりを 

夜の研修は園で手当てを別途出す 

同僚間の役割 

ミ ドルリーダーがグループ司会 

研究主任がミ ドルリーダーの立場で司会 

研修係が準備・司会進行を担当 

聴く姿勢を共有 

リーダーの役割 

準備であり本番は発表者に任せる 

園長も保育者と一緒に語り合う  

むしろリーダーシップを発揮しない 

年間のまとめを論文化へ指導 

園長は職員の語り合いに対して批判

や評価はしない 

リーダーとして学んだことのポイント

は最後に発表 

時間や進行の工夫 

全員が進行表を共有 

研究主任が冒頭で研修の流れを説明し全員で確認 

園長の決めたタイムスケジュールを、教諭たちと話して変更 

園長はほとんどタイムキーパーに徹する 

場の設定の工夫 

安心感のある雰囲気 

スクリーンを使用 

壁にドキュメンテーション

などを張って振り返り  

多様な参加者と情報交換 

看護師や調理員など多職種の人が参加 

外部講師を定期的に呼ぶことで振り返る 

参加できなかった人に対してメールなどの共有でき

るツールを活用して周知する 
ブルーは参加のための方法の工夫です。 
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出来事の見える化 

写真によるドキュメンテーション 

写真とエピソード記録 

筆記記録、写真撮影、動画撮影 思考の見える化 

時間がないので記録者中心の記録 

付箋にコメントを書いて模造紙に配置（KJ法） 

付箋に書いて環境構成図に貼り出す 

みんなの考えをまとめる際、ホワイトボードや

スクリーンに書き出し共有する 

気づきを増やすために 

工夫や良さを紹介 

付箋が貼られた模造紙（KJ法）を全体で共有 

研修ワークシートに記入し、まず各自でその日

の子どもの姿や保育を振り返る 

研修の最後にその日のグループの職員間でメ

ッセージを交換し合う（互いの保育観の素敵な

所や日頃の感謝の気持ち） 

確信を高めるために 

過去の事例とつないだ話題 

日々の保育の積み重ねが子どもの育ちにつ

ながっていることを実感する 

当日の子どもたちの遊びの様子を観る（写

真・動画） 

仲立ち支援共有 

実物をもってきて発表 

したくなる環境 

とりくむ環境 

友だちとかかわる環境 

事前に各自が撮影した環境写真をもとに発表 

記録や道具 

録画 

付箋、模造紙 

園内の環境構成図 

日頃の記録 

ファイリング 

研修用の特別の順準

備ではなく日誌や日

頃の写真安堵を活用 

やりっぱなしにしない 

メールや電話で事前事後に話す、年間 3 回は講師も参加 

１週間以内に研修報告  

簡単に書ける定形フォーマット  

紀要の進捗に反映 

実践につながるために 

発表を聞いてできそうなことを記載 

子どもの姿を肯定的に見る 

反省事項が出たら、必ず、明日はどうするかを皆で案を出し合って終わる 

実践したことを即座にドキュメンテーションなどにして掲示し共有 

研修の通信やニュースレターの発行 

外の研修とつなぐ 

話題の中で 

常につながりながら 

ひといきアイテム 

軽食を用意する 

コーヒーや紅茶など各自で好きな飲み

物を用意する 

オレンジは研修のツールやメデイア、

気付きを深めるための工夫です。 

ピンクはさらに持続可能な

研修になるための工夫です。 

32

②気付きを深めるためのツールやメディアの工夫
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出来事の見える化 

写真によるドキュメンテーション 

写真とエピソード記録 

筆記記録、写真撮影、動画撮影 思考の見える化 

時間がないので記録者中心の記録 

付箋にコメントを書いて模造紙に配置（KJ法） 

付箋に書いて環境構成図に貼り出す 

みんなの考えをまとめる際、ホワイトボードや

スクリーンに書き出し共有する 

気づきを増やすために 

工夫や良さを紹介 

付箋が貼られた模造紙（KJ法）を全体で共有 

研修ワークシートに記入し、まず各自でその日

の子どもの姿や保育を振り返る 

研修の最後にその日のグループの職員間でメ

ッセージを交換し合う （互いの保育観の素敵な

所や日頃の感謝の気持ち） 

確信を高めるために 

過去の事例とつないだ話題 

日々の保育の積み重ねが子どもの育ちにつ

ながっていることを実感する 

当日の子どもたちの遊びの様子を観る（写

真・動画） 

仲立ち支援共有 

実物をもってきて発表 

したくなる環境 

とりくむ環境 

友だちとかかわる環境 

事前に各自が撮影した環境写真をもとに発表 

記録や道具 

録画 

付箋、模造紙 

園内の環境構成図 

日頃の記録 

ファイリング 

研修用の特別の順準

備ではなく日誌や日

頃の写真安堵を活用 

やりっぱなしにしない 

メールや電話で事前事後に話す、年間 3 回は講師も参加 

１週間以内に研修報告  

簡単に書ける定形フォーマット  

紀要の進捗に反映 

実践につながるために 

発表を聞いてできそうなことを記載 

子どもの姿を肯定的に見る 

反省事項が出たら、必ず、明日はどうするかを皆で案を出し合って終わる 

実践したことを即座にドキュメンテーションなどにして掲示し共有 

研修の通信やニュースレターの発行 

外の研修とつなぐ 

話題の中で 

常につながりながら 

ひといきアイテム 

軽食を用意する 

コーヒーや紅茶など各自で好きな飲み

物を用意する 

オレンジは研修のツールやメデイア、

気付きを深めるための工夫です。 

ピンクはさらに持続可能な

研修になるための工夫です。 
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③持続可能な研修になるための工夫
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園内研修で、参加者はどのような経験をしているのでしょう

まず、 園内研修で保育実践や記録についての対話が行われます。

その中で、 保育実践に関すること について、 共感（ 他者への意識） する、 気づき・ 視点等を得る、 意
欲・ 課題が芽生えるなどの作用が生じ ていまし た。 また、 保育のための省察（ 例えば記録の取り 方や研修
の仕方そのものの振り 返り ） について考えている人もいまし た。

◆ 気づき ・ 視点等の中には、 新たな方法と の出会い、 大切なこ と の（ 再） 認識、 新たな視点や気づき、
職員全体の問い・ 学びにつながる視点が含まれますが、 これらが特に、 保育者の園内研修における学
びと なっているよう です。

◆ 一方で、 共感（ 他者への意識） には、 理解・ 共感やよさ への気づき・ 承認が含まれますが、 これらは
心に残った発言と し ては挙げられまし たが、 学んだこと と し ては挙げられていなかったこ と が、 興味
深い結果でし た。

上記の経路を経て、 次の保育実践を考えると いう 流れが、 分析結果から見えてきまし た。

園内研修に参加し た先生方に、 その日に参加した園内研修で ①心に残った発言 ②研修を活発に

し た・ 深めた発言 ③学んだこと を自由記述形式で書いていただきまし た。 集まった回答をもと に

カテゴリ ーを作って整理したと ころ、 下の図のよう な感情や思考の構造があることが見えてきました。

保育実践

気づき・視点等

共感（他者への意識）

理解・共感 よさへの気づき・承認

視
点
・気
づ
き

新たな方法との出会い

大切なことの（再）認識

新たな視点や気づき

職員全体の問い・学びに
つながる視点

保
育
の
振
り
返
り

意欲・課題

私 クラス・園

保育のための
省察

視点・気づき

承認

省察の振り返り

研修のよさ

意欲・課題

※縦に伸びた矢印は、 同じ園内研修でも、
その時に辿る経路が人によって、 その
時によって、 さまざまであることを示
しています。

◎ポイント ◎

上の図は、 園内研修について心に残った発言・ 研修を活発にし た発言・ 学んだこ と についての記述をも
と に、 参加者の内面で起きている感情や思考の流れを整理し 、 図に表し たものです。 みなさ んの園内研
修での経験を振り 返ると 、 いかがでし ょ う か？こ こに挙がっているもの以外の感情や思考もあるかもし
れません。

なお、 その人がどのよう な経路を辿るかについて、 年齢や保育経験年数による傾向も調べてみまし たが、
今回の分析では特に関連はないよう でし た。 人によって、 園内研修のテーマによって、 その時に自分の
気になっているこ と によって、 その時々で、 辿る経路のパタ ーンは多様であると 考えられます。

3

心に残った発言・研修を活発にした発言・学んだことは何ですか？

保育実践や記録についての対話 園内研修の参加者が経験する感情

や思考の流れ（イメージ図）

P
A

R
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園内研修で、参加者はどのような経験をしているのでしょう

まず、 園内研修で保育実践や記録についての対話が行われます。

その中で、 保育実践に関するこ と について、 共感（ 他者への意識） する、 気づき ・ 視点等を得る、 意
欲・ 課題が芽生えるなどの作用が生じ ていまし た。 また、 保育のための省察（ 例えば記録の取り 方や研修
の仕方そのものの振り 返り ） について考えている人もいまし た。

◆ 気づき ・ 視点等の中には、 新たな方法と の出会い、 大切なこ と の（ 再） 認識、 新たな視点や気づき、
職員全体の問い・ 学びにつながる視点が含まれますが、 これらが特に、 保育者の園内研修における学
びと なっているよう です。

◆ 一方で、 共感（ 他者への意識） には、 理解・ 共感やよさ への気づき・ 承認が含まれますが、 これらは
心に残った発言と し ては挙げられまし たが、 学んだこ と と し ては挙げられていなかったこ と が、 興味
深い結果でし た。

上記の経路を経て、 次の保育実践を考えると いう 流れが、 分析結果から見えてきまし た。

園内研修に参加し た先生方に、 その日に参加した園内研修で ①心に残った発言 ②研修を活発に

し た・ 深めた発言 ③学んだこ と を自由記述形式で書いていただきまし た。 集まった回答をもと に

カテゴリ ーを作って整理し たと ころ、 下の図のよう な感情や思考の構造があるこ とが見えてきまし た。
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※縦に伸びた矢印は、 同じ園内研修でも、
その時に辿る経路が人によって、 その
時によって、 さまざまであることを示
しています。

◎ポイント ◎

上の図は、 園内研修について心に残った発言・ 研修を活発にし た発言・ 学んだこ と についての記述をも
と に、 参加者の内面で起きている感情や思考の流れを整理し 、 図に表し たものです。 みなさ んの園内研
修での経験を振り 返ると 、 いかがでし ょ う か？こ こに挙がっているもの以外の感情や思考もあるかも し
れません。

なお、 その人がどのよう な経路を辿るかについて、 年齢や保育経験年数による傾向も調べてみまし たが、
今回の分析では特に関連はないよう でし た。 人によって、 園内研修のテーマによって、 その時に自分の
気になっているこ と によって、 その時々で、 辿る経路のパタ ーンは多様であると 考えられます。
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心に残った発言・研修を活発にした発言・学んだことは何ですか？

保育実践や記録についての対話 園内研修の参加者が経験する感情

や思考の流れ（イメージ図）
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園内研修に参加した先生方に、
その日に参加した園内研修で

①心に残った発言

②研修を活発にした・深めた発言

③学んだこと

を自由記述形式で書いていただ
き、集まった回答をもとにカテゴ
リーを作って整理したところ、右
の図のような感情や思考の構造が
あることが見えてきました。

結果３：保育者一人ひとりの学びの様相
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ある園内研修のみなさんの経験を覗いてみましょう！

P. 4の図を参考にし ながら 、 ある園での、 園内研修に参加し たみなさ んの回答から 、

一人ひと り がどのよう な経路をたどって思考し ていたかを図にし まし た。

具体的に見てみまし ょ う 。
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保育実践

※ 調査協力園Ａ 園の結果から 、 一部の参加者を抜粋し て作成。 ただし 、 一人ひと り の性別や年代は実際と は異なり ます。

この図を見てみると、同じ園内研修に参加して保育実践や記録についての対話をしても、感情や思

考の経験は、三者三様であることがわかります。例えば…

◆ Ａ園の場合、参加者全員が、新たな視点や気づきを得ていたということが見えます。

◆ 大切なことの再認識をしていたのは、ＢさんとＧさん、新たな方法との出会いを経験したのは、Ｃさん

一人でした。

◆ Fさんは、他の参加者と異なり、園内研修のよさを感じていたようです。

◆ 園内研修を通して、意欲・課題（私）を抱いた人もいました。

◆ Ｅさんは、園内研修を通して、保育の振り返りにつながったと感じるとともに、新たな視点や気づきを

得て、さ らに意欲・課題（自分）を抱いている様子から、この園内研修での学びは充実していたことが

想像できます。

4

～ Ａ 園の場合 ～

◎Ａ 園の園内研修の特徴◎

Ａ 園のこの園内研修は、 研究保育※を行い協議会で自評を行い、 それに講師の講評を受けると いう ス

タ イルでし た。 研究保育での子どもの姿への保育者の葛藤、 それに対する共感、 新たな視点から子ど

もの育ちへの援助を捉えるこ と などが、 園内研修を振り 返った記述の中に挙がっていまし た。 そのよ

う な研修で、 保育者一人ひと り が経験し た感情や思考を表し たのが、 上の図です。

※この園では、 午後の協議会の前に、 その日の保育を外部講師が見学するこ と を 「 研究保育」 と 呼んでいます。
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ある園での、園内研修に参加した保育者の回答から、一人ひとり
がどのような経路をたどって思考していたかを図にしました。
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園内研修における一人ひとりの学び

園内研修で③学んだこと の自由記述について「 園内研修から得た学び」 を分析し 、
以下の３ 段階に分類しまし た。

◎研修内容と方法

どのよう な研修だったのか、 研修の実施方法

と内容について説明しています。

◎話し合いの内容

保育者間でどのよう な話し合いが行われたか

を説明しています。

◎学びの傾向

1回の園内研修の園全体の学びの特徴（ どの

よう な学びに関する記述内容が特徴的に見ら

れたか） を説明しています。

知る・ わかる

気づく

考える・ 見つける

1.  他の人が発言した内容をそのまま知識として得た・ 理解した
例） 子どもたちが調べられるよう図鑑を出せばいいのだとわかった。

2.  自分なりにどのよう なことかを考えた、 気づいた
例） 図鑑により 、 興味が広がったり見つけたい思いが生まれると気づいた。

3.  自分なりに考えた上で、 課題や次にやってみたいことを見つけた
例） 図鑑はこれまで子どもが手に取れる場所になかった。 様々な植物に興

味が持てるよう 、 自分たちで調べるという経験ができる環境を作ろう

と思った。

6

園内研修における一人ひとりの学びの図（ 説明）

＜ 図の見方＞

上の図は、 1回の園内研修を大きな円と し て、 保育者一人ひと り の学びを小さ な円・ 学びの

段階を色の濃さ と位置で表し たものです。

○ 1回の園内研修での「 学びの段階」 の位置を示す円です。

• 中心の円が「 知る・ わかる」 次の円が「 気づく 」 外側の円が「 考える・

見つける」 です。

• 中心に近いものは知識や技術の獲得の段階、 中心から遠いものは、 他者

の発言から自分なり に考え、 課題や次につなげよう と する段階です。

• 「 個人の円」 がどこにあるかにより 、 その保育者の学びの段階の位置が

わかり ます。 また、 園全体と し て、 どのよう な学びの段階の園内研修

だったか、 話題に広がり があったかがわかり ます。

○ 個人を示す円です。

• 「 学びの段階の位置を示す円」 における個人の円の位置と 、 個人の円

の中の色の濃さ で、 その人の学びの段階を示し ています。

• 外側の円の色は、 その人が他の保育者の発言で「 心に残った」 「 研修

を深めた」 発言で、 どの話題について書いていたかを示し ています。

例） Ａ さ んの場合

・ その研修で学んだこ と は「 気づく 」 の位置にある

・ 話題2と 3に関する他の保育者の発言が心に残ったり 、 研修を深めた

と考えている。

Aさん

Aさん
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1. 他の人が発言した内容をそのまま知識と
して得た・理解した
例）子どもたちが調べられるよう図鑑を出せば
いいのだとわかった。

2. 自分なりにどのようなことかを考えた、
気づいた
例）図鑑により、興味が広がったり見つけたい
思いが生まれると気づいた。

3. 自分なりに考えた上で、課題や次にやっ
てみたいことを見つけた
例）図鑑はこれまで子どもが手に取れる場所に
なかった。様々な植物に興味が持てるよう、自
分たちで調べるという経験ができる環境を作ろ

うと思った。

知る・わかる

気づく

考える・見つける

「園内研修で学んだこと」 の自由記述について「園内研修から得た学
び」を分析し、「知る・わかる」「気づく」「考える・見つける」の３
つに分類したものを図に位置づけました。
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保育者の専門的成長につながるカンファレンス
（「中坪・秋田他、２０１５保育者はどのような保育カンファレンスが自己の専門的成長に繋がると捉えているのか」）

27



28

実践共同体の発展過程と展望
（松本、２０１９、２０２５）



わくわくは
心のエンジン



探究の心得
探究パタンランゲージより
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興味やスキを大切に
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わくわくは オリジナルな動きの中から
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未来への言葉となる気づきを共有しよう
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教材文化財団、２０２３ 山岸
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当たり前を見直す振り返りの視点

当たり前を見直すために
環境への一工夫
行事の見直し

時間の流れの見直し
研修の仕方の一工夫

皆がやりたいことを一工夫してみませんか？
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４. チームとして育ちあう文化を創る 園づくりのことば
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5. まとめ

１ 5つの「ゆ」を大事にしてみませんか

ゆだねる、ゆるす、ゆとりをもつ、ゆずる、ゆらぐ

人を育てる：人が育つ園の風土を創る ワクワクの文化を創る

２ 園長：孤独な仕事だが、学び上手の園長

園長先生ネットワークを地域や地域を越えて創ることで、未来が広がる

園づくりはまちづくり、未来づくりの中心。



学び育ちあうネットワークの大切さ
多様性 包摂性

『石ひとつ、池に投げたり、

その波紋 岸を潤し 百の花咲く』

星野芳樹さんの言葉
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